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59th
地域の為に 59年

新年、あけましておめでとうございます。日頃より一般社団法人茂原青年会
議所の活動に対し、ご理解ご協力賜り厚く御礼申し上げます。当青年会議所
は本年で 59 年目を迎える事が出来ました。これもひとえに地域住民の皆様方
のご支援とご厚情の賜物と重ねて感謝申し上げます。
本年はスローガンに “Ｍｉｎｄ　Ｓｈｉｆｔ～光の射す方へ～” と掲げ、我々
の愛する茂原・長生地域がより良き方へ向かうために活動してまいります。
我々は、今この地域が直面している様々な問題に対し、我々の事業を通して、
またはその他様々な機会において、地域住民の皆様方と共に考え、共に我が
地域を進化させていきたいと考えております。地域住民の皆様方におかれま
しては、改めましてご支援・ご鞭撻をいただけますようお願い申し上げます。
それでは一年間、会員一同 “世のため人のため″が “自分のため” という精神
のもと、精一杯活動してまいりますので、どうぞよろしくお願い致します。

私たち、茂原青年会議所は 20 ～ 40 歳までの青年経済人によって組織され、明るい豊かな社会の実現に向けて、地元に根
付いた様々な事業を展開している団体であり、通称、茂原ＪＣと呼ばれております。長生郡市内を活動範囲とし、主な活
動としまして、まちづくり事業と青少年育成事業を中心として、様々な講演会の開催、慈善活動への参画、その他メンバー
の資質向上を目的とした研修などの開催をしております。今現在抱えている問題に果敢にアプローチし、未来を担う子供
たちに想いを馳せ、茂原青年会議所の活動は絶えず続いていきます。本年度も引き続き、地域のための時代に合った事業
を展開していく所存でございます。

“地方創生” という言葉が使われ始め、早くも 2 年以上が経ちます
が、私たちの身の周りは何も変わっていないように見受けられま
す。地方創生担当大臣という役職が出来たからと言って我々の生
活がすぐに変化するような魔法は無く、あくまでも “地方創生”
の主役は我々、地方の一般住民であるという事を我々みんなで意
思統一する必要がございます。そこで、現在はテレビなどでご活
躍の元宮崎県知事、東国原英夫氏にご講演していただきます。地
方の意識改革の必要性と良き前例をお話しいただく機会を茂原で
も設けます。また、その他、本年度も引き続き、地域のための時
代に合った事業を展開していく所存でございます。

Anniversary

茂原青年会議所とは？

元宮崎県知事、元衆議院議員元宮崎県知事、元衆議院議員

東国原 英夫氏東国原 英夫氏

東国原英夫氏が茂原にやってくる！

各事業の紹介
茂原青年会議所

（一社）茂原青年会議所 2017 年 3月例会
東国原英夫氏講演会
「地方改造論～地方をどげんかせんといかん！」

日時：2017 年 2月 26 日（日）　
15：00 ～ 16：30（受付開始 14：00）
場所：茂原市民会館　　
〒297-0026 千葉県茂原市茂原 101 番地
定員：1030 名様
主催：一般社団法人 茂原青年会議所
お問合せ：事務局    担当／月崎

我々茂原ＪＣはこれまでに様々なまちづくり事
業を展開してまいりました。政策本位による政
治選択を目的とした、茂原市市長選挙での「合
同個人演説会」、長生村村長選挙での「公開討論
会」、地域の医療について市民の皆様と理解を深
める「地域医療問題シンポジウム」や「地域医
療フォーラム」、子どもの置かれている環境の向
上を目的とした「子どもを支える地域フォーラ
ム」などを開催し、地域の住民の皆様に様々な
ご提案をしてまいりました。また、人口の流出
や出生率の低下への対策として、「カップリング
パーティー」の開催、その他、2016 年には選挙
権の引き下げに即した主権者教育についての講
演会、裁判員制度が導入された年にはその制度
に関する講演会の開催など、時代に呼応した講
演会の開催も行っております。茂原・長生地域
の未来が明るい豊かな社会となるようこれから
もこのような活動を続けてまいります。

茂原ＪＣが恒例としている青少年育成事業
には、「キッズサマーキャンプ」や「キッ
ズゴルフレッスン」、「キッズパティシエ体
験」などがございます。その他にも「親子・
家族で楽しむ釣り大会」の開催、「千葉ロッ
テマリーンズ福祉野球教室」への参加協力
などをしてまいりました。地域の子どもた
ちに、学校生活だけでは体験できない団体
行動を通して得られる、子供の自立性・協
調性・社会性を養うために毎回様々な趣向
を凝らして開催しております。価値観が多
様化している現代において、子どもの頃に
様々な体験をしておくことが重要であると
考え、将来逞しく人間性豊かな大人になっ
てもらう事を目的としております。

茂原・長生地域がより良い地域となる
ように、我々茂原ＪＣは様々な慈善活
動も行っております。茂原七夕祭りで
のゴミ拾い、ごみゼロ運動への参画、
選挙啓発活動への参加協力、九都県市
合同防災訓練への参加など他団体とも
連携し、地道な活動をしております。
その他では災害時での復興支援におい
て、現場が求めている現状を明らかに
するため、迅速に全国にいる青年会議
所の同志と連絡を密にし、対応してお
ります。

【まちづくり事業・講演会】 【青少年育成事業】 【慈善事業】

入場無料

茂原青年会議所 事務局 TEL  ：0475-22-3361
FAX：0475-23-7895〒297-0026 茂原市茂原 443
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茂原青年会議所 2017 年度役員及びメンバー紹介

神明喬幸

今井裕敏 ( 有 ) 今井設備工業
小沢郁也 ( 株 ) 小沢工務店

磨島卓 ( 株 ) 千葉銀行  茂原支店
片岡秀樹 狼煙

川島教義 ( 株 ) かに華食品
房総信用組合進藤雄介

河野雄太 ( 株 )F'S
篠崎史明 ( 有 ) しのざき荘

白石平和 白石管工 ( 株 )
附柴洋平 ツケシバエージェンシー
鶴岡正幸 ( 有 ) スズキ自動車商会
林信廉 社会福祉法人 長生共楽園

宝福由幸 宝福司法書士事務所
山内祥一郎 ( 株 ) 豊文堂
山田晃功 ( 有 ) ヤマダ事務器

理事長
齋藤 実
三浦家製麺

監事
根本内 鯛

賛助会員
（株）アスカ　茂原店
（株）千葉銀行　茂原支店
千葉石油（株）
双葉電子工業（株）

（有）ニチタケ建設

監事
三谷咲子
東葉工業（株）

副理事長
秋葉 宗一郎
( 株 ) 秋葉商店

副理事長
湯原 勇
本泰寺

遠藤 弘太
総務・例会委員会

（株）冨士商会
委員長 酒井一光

地域人財育成委員会
委員長
（株）成美学園

副委員長
地域人財育成委員会

山﨑 孝史
（株）山﨑組

総務・例会委員会
副委員長
神明建設（株）

茂原 JC は新たな仲間を募集しています。茂原 JC は新たな仲間を募集しています。

茂原青年会議所

http://www.mobarajc.or.jp/

【入会資格】
茂原市及び長生郡市内に居住もしくは勤務する満 20歳以上 40歳未満の方（性別・職業・国籍・人種・
宗教は問いません）
【会費】
10,000 円 / 月
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本
日
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ま
ず
、
茂
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
ど
の
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
か
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

は
い
、
一
言
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
地
域

発
展
の
た
め
に
活
動
を
し
て
い
る
若
き
経

営
者
集
団
で
す
。
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
地
元
を
良
く
し
よ
う
と
い
う
目
的
で
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

我
々
茂
原
Ｊ
Ｃ
も
地
元
を
も
っ
と
良
く
し

よ
う
、
住
み
や
す
い
ま
ち
に
し
よ
う
と
い

う
想
い
の
も
と
、
地
道
な
活
動
を
続
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
茂
原
Ｊ
Ｃ
と
茂
原
Ｙ
Ｅ

Ｇ
に
は
多
く
の
重
な
る
部
分
が
あ
る
よ
う

な
の
で
非
常
に
う
れ
し
く
、
ま
た
頼
も
し

く
思
い
ま
す
。
茂
原
Ｊ
Ｃ
は
２
０
歳
か
ら

４
０
歳
ま
で
の
青
年
経
済
人
の
集
団
で
す

が
、
茂
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
会
員
数
や
年
齢
層
、

男
女
比
率
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

我
々
は
４
５
歳
ま
で
の
団
体
で
、
今
現
在
、

９
０
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
圧
倒
的
に
多

い
年
齢
層
が
３
５
歳
か
ら
４
２
，
３
歳
で

す
。
そ
の
中
で
女
性
メ
ン
バ
ー
は
１
５
名

で
す
。

会
員
数
９
０
名
は
す
ご
い
で
す
ね
！
茂
原

Ｊ
Ｃ
が
３
０
名
の
会
員
数
な
の
で
恐
れ
入

り
ま
す
！
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
団
体
の
場

合
、
女
性
比
率
が
低
い
の
が
常
で
す
が
、

１
５
名
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
も
驚
き
で
す
。

そ
こ
に
何
か
秘
訣
の
よ
う
な
も
の
は
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
？

は
い
、
女
性
メ
ン
バ
ー
を
要
職
に
付
け
た

り
、
経
営
女
子
会
と
い
う
研
修
も
定
期
的

に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
る
ほ
ど
。
や
は
り
女
性
の
方
が
参
加
し

や
す
い
場
を
女
性
目
線
で
生
み
出
し
て
い

る
の
で
す
ね
。
そ
の
他
で
の
茂
原
Ｙ
Ｅ
Ｇ

の
主
な
事
業
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

茂
原
七
夕
祭
り
へ
の
参
画
、
右
腕
の
会
（
経

営
者
の
右
腕
と
な
る
社
員
へ
の
研
修
）
の

開
催
、
本
納
産
の
ネ
ギ
を
使
用
し
た
「
星

の
ソ
ー
ス
」
の
販
売
、
会
員
向
け
の
研
修

事
業
、
そ
の
他
ご
み
ゼ
ロ
運
動
や
様
々
な

地
元
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
力
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

な
る
ほ
ど
。
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し
、

地
域
が
盛
り
上
が
る
よ
う
取
り
組
ま
れ
て

い
る
の
で
す
ね
。
我
々
も
毎
年
様
々
な
青

少
年
育
成
事
業
や
ま
ち
づ
く
り
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
重
き
を
置
い
て
活
動
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。そ
の
第
一
弾
と
し
ま
し
て
、

２
月
２
６
日
（
日
）
に
茂
原
市
民
会
館
に

て
、
東
国
原
英
夫
様
を
講
師
に
迎
え
地
方

創
生
に
つ
い
て
の
ご
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
今
年
は
３
月
に
は
千
葉
県
知
事

選
挙
が
あ
り
、
４
月
に
は
茂
原
市
議
会
選

挙
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
講
演
会
を
き
っ

か
け
に
地
域
住
民
の
皆
様
と
共
に
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
や
県
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
い
た
だ
き
、
一
般
市
民
に
一

番
身
近
な
選
挙
と
い
う
政
治
参
画
の
機
会

に
繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

茂
原
Ｊ
Ｃ
ら
し
い
、
い
い
企
画
で
す
ね
。

茂
原
Ｊ
Ｃ
は
確
か
活
動
範
囲
が
長
生
郡
市

内
と
い
う
事
で
し
た
が
、
我
々
茂
原
Ｙ
Ｅ

Ｇ
も
今
年
か
ら
「
長
生
A
c
t
i
o
n
」

と
い
う
名
前
で
長
生
郡
内
の
各
商
工
会
青

年
部
と
交
流
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ

か
ら
も
様
々
な
繋
が
り
が
生
ま
れ
て
、
最

初
は
大
変
で
し
た
が
や
っ
て
よ
か
っ
た
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

確
か
に
我
々
商
売
人
に
と
っ
て
一
番
大
事

な
も
の
は
人
と
の
繋
が
り
で
す
か
ら
、
素

晴
ら
し
い
試
み
だ
と
思
い
ま
す
。
最
後
に

2
0
2
0
年
東
京
五
輪
で
の
サ
ー
フ
ィ

ン
大
会
が
一
宮
町
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
決

定
し
ま
し
た
が
、
そ
の
事
に
関
し
て
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
？

は
い
、
ま
さ
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
質
問
で
す

が
、
世
界
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
が
我
々
の
地

域
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
事
で
す
か
ら
、

そ
れ
こ
そ
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
「
長
生

A
c
t
i
o
n
」
と
絡
め
、
た
だ
観
戦
す

る
の
で
は
な
く
、
参
画
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
事
だ
け
で
気
持
ち
が
高
ぶ
っ

て
く
る
い
い
機
会
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

な
る
ほ
ど
。
そ
の
時
は
ぜ
ひ
我
々
茂
原

J
C
も
参
画
し
、
オ
ー
ル
長
生
で
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
本
日
は

お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
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この茂原・長生地域には、我々茂原ＪＣの他にも様々な団体が活動
しております。
そのほとんどの団体は “地元をもっと良くしよう” “住みやすい街
にしよう” というような地元に根付いた我々と同様の目的を有して
おります。Ｔｈｅ談会では、そのような団体様とご対談させていた
だき、お互いの活動の発信をさせていただきます。
今回は茂原商工会議所青年部平成28年度会長　金丸勝様を訪問し、
お話を伺ってまいりました。

茂原商工会議所青年部（茂原ＹＥＧ）／【会員数】90名
（平成 28年 12 月 1日現在）
【会員資格】満 45歳未満
【事務局】千葉県茂原市茂原 443　℡0475-22-3361
【ＨＰ】http://www.mobara-cci.or.jp/seinenbu
金丸勝／金丸タイヤ株式会社代表取締役
【勤務先】タイヤパラダイス
千葉県茂原市六ツ野字上並松 1850-1　℡0475-47-4970

T
H
E

T
H
E談会

談
会

TEL  ：0475-22-3361 平日 9:00 ～ 17:00 時間 / 
担当 / 月﨑 FAX：0475-23-7895

茂原青年会議所 事務局

青年会議所（ＪＣ）とは “明るい豊かな社会の実現” を同じ目標とし、次代の担い手たる責任感を持った青年経済人の集まりであり、現在国内 700 余りの都市に
存在し、約 30,000 人余りの会員を擁します。「修練・奉仕・友情」の三信条のもと、まちづくり事業や青少年育成事業のような社会貢献運動から、講演会や研修
など様々な活動によって自分自身をスキルアップさせる事ができます。そして何よりもそれらの活動を通して、一生付き合える仲間が出来ます！


